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Ⅰ. Introduction 
GdBa2Cu3O7-x(GdBCO)薄膜は Tｃも高く、内

部に結晶欠陥が存在すると、これらがピンニ
ングセンターとして働くため磁場中におい
て YBa2Cu3O7-x(YBCO)より高い Jc を示すこ
とが報告されている。また、現在では GdBCO

薄膜中に人工ピン(APC)を導入し、電流を流
した際に発生する量子化磁束をピン止めす
ることで、磁場中の Jc特性をさらに向上させ
ることができる。本研究では、100 HzPLDと
Reel-to-Reel プロセスを用いて、1 m 級の
GdBCO コーテッドコンダクタ―を試作する
ことを目的とし、さらには、APC として
BaHfO3(BHO)を導入することを試みた。得ら
れた試料の結晶性や Jcを調べることで PLD

条件との関係を議論する。 

Ⅱ. Experimental Procedure 
本研究ではPLD法を用いて超伝導薄膜を作
製した。ターゲットは Pure GdBCO と
GdBCO-3.5 mol.%BHOペレットを使用した。
基板には配向性を有する IBAD基板、酸素分
圧は 300 mTorr、ターゲット基板間距離は 60 

mm、レーザーの繰り返し周波数は 10～100 

Hzで行った。Reel-to-Reel システムを用いて
作製する試料は1.2 m/hourの速度で動かしな
がら作製した。条件出しには試料は長尺金属
テープに 10×3 mmの IBAD基板を張り付け
て PLD を行った。続いて最良条件のもとで
0.3 m 級線材の試作を行った。また、
GdBCO-BHO ターゲットを用いた試料は静
止した状態で作製し、最適化を行った。超伝
導薄膜の結晶構造は X 線回折(XRD)を用い
て評価した。薄膜表面は SEM を用いて観察
を行った。また、磁場中超伝導特性は PPMS

で直流四端子法を用いて評価した。 

Ⅲ. Results and discussion  
 図.1 に Reel-to-Reel システムを用いて作製
した薄膜と、静止して作製した薄膜の Jcの磁
場依存性を示す。Jcは静止した状態で作製し
た薄膜より Reel-to-Reel システムを用いた薄
膜の方が高くなり、0 Tにおいて最大で Jc＝
2.5 MA/cm

2を示す試料が確認できた。この条

件をもとに、IBAD 基板に GdBCO を蒸着さ
せた 0.3 m級の線材を図.2に示す。全体的に
均一に薄膜が蒸着されていることがわかる。
図.3 に pura GdBCO と GdBCO-BHO ターゲ
ットで作製した薄膜の 77 K における Jcの温
度依存性を示す。GdBCO-BHOを用いて作製
した薄膜の Jcは pure なものと比べ若干低下
し、ピークの位置が低温側にシフトした。当
日は BHO の添加量・周波数依存性と性能や
結晶性との関連について議論する予定であ
る。 

 
 

 

 

  

 

 

 

 

図.1 Jcの磁場依存性 

 

 

 

図.2 IBAD 基板に蒸着した 0.3 m級 GdBCO 薄膜 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 図.3 Jcの温度依存性 
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